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農業委員・農地利用最適化推進委員の業務等について 

１．主な活動の役割分担 

制度上は①のみ明確な役割分担があるが、その他は協力し行うことが出来ることとなっている（長野県農業会議）。 

池田町も①以外は両委員協力し行っている。 

２．業務量（令和元年度・令和２年度の把握できた活動件数） 

  
活動内容 

R1 年度  

件数（一人あたり） 
R2 年度 

件数（1 人あたり） 
担当 

1 総会その他会議や研修会等への出席 348（21.8） 243（15.2） 両委員 

2 
農地の権利移動や転用等の許可に関する調査（空き

家付随農地指定調査含める） 
37 （2.3） 45 （2.8） 

農業委

員のみ 

3 農地の貸し借りの仲介 165（10.3） 228（14.3） 

両委員 
4 農地関係の調査 0  （0） 69 （4.3） 

5 農地の利用状況や転用状況に係る調査・相談・指導 69 （4.3） 112   （7） 

6 農業者年金・農業新聞普及活動 16   （1） 22 （1.4） 

  合計 635（39.7） 719（44.9）   

その他の農地に関する相談等の件数は把握できていない。また 1 件の対応時間・回数は不明。 

3．大変と感じている業務（負担感）と改善策の委員意見（R3.11.25 農業委員会で聞き取り） 

大分類 小分類 意見 

農地の

貸し借

りの仲

介 

更新の

仲介 

・借受者が条件の良くない農地で更新に難色を示す 

・小作料が安い等、貸付者の理解が得られない 

・不在（居留守）でなかなか会えない 

借受者

未定の

仲介 

・そもそも条件の良くない農地が多いので借受候補者への説得が必要 

・貸し借りの設定に繋がらなければ、いずれ農地を荒らしてしまうことになるプレッシャ

ーがあるが地域の農家とつながる機会でもあるので委員として大切な活動と感じている。 

未管理農地に対

する対応 

・管理が行われていない農地の所有者に対し、保全管理の指導や貸付けの打診を行うが、

所有者の意識次第では説得に複数回足を運ぶこともあり、大事な活動だが大変と感じる。 

改善策についての意見等無。 

主な活動 農業委員 推進委員 備考 

①農地の権利移動・設定、

農地転用の調査・議決 
○ × 農地利用最適化推進委員は意見を述べることが出来る 

②農地利用最適化に係る協

議（町独自で行っている） 
△ ○ 

農業委員は会長・代理が出席。町・営農支援センター・

JA 大北営農センター・土地改良区・農業再生協議会の

農業関係者も出席し、農地保全の課題について協議 

③農地の利用状況や転用状

況に係る調査・相談・指導 
○ ○ 

池田町の場合、農業委員は担当区域を、推進委員は広域

なため一団の優良農地エリアを中心に依頼 

④農地貸し借りの仲介 ○ ○ 
池田町の場合、打診先の借受候補者の居住地区、話しを

しやすい委員を考慮し分担 

R3.12.3 第 10 回行革委 

農業委員会資料 



 

 

 

 

 

池田町監査委員による定期監査における指摘事項について 

 

令和 3年 11月 12日に池田町監査委員により実施された定期監査において、口頭にて次

のように指摘を受けましたのでお伝えします。 

 

 

１．公共施設の協議の際は現地を見て欲しい（管理者から様子を伺って欲しい）。 

 

２．諮問事項２についての答申は令和 3年度末までに出して欲しい（全体が無理であれ

ば少なくとも美術館単独で）。 

令和 3年 12月 3日 

第 10回池田行革委 

企画政策課資料 


